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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・向井　敦子様～本日夕から臨時薬同内容で8日分処方、便秘時の継続指示と継続指示薬薬10回分処方となる。朝食は1/2摂取し、服薬は出来ている。昼食は全身の脱力があり、摂取できず。昼食後薬の服用もできていない。食事摂取量が少ないこともあり、点滴2日分処方となる。食事や服薬が出来ないようであれば無理に摂取はしなくてもよいとの指示あり。
・十日市　伸子様～排便なく経過7日目のため、ケンエーG浣腸液60mlが1本処方となる。
・高屋敷　良子様～胸部レントゲン検査の指示あり施行。点滴は同内容で1日分処方となる。排便なく経過7日目のため、ケンエーG浣腸液60mlが1本処方となる。
・夏堀　麗紗様～本日夕から臨時薬の整腸剤1日分処方となる。
・松村　博美様～明日から臨時薬同内容で8日分、便秘時の継続指示薬5回分処方となる。
・佐々木　尚子様～明日より臨時薬同内容で7日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。臥床傾向に経過、妄想に関する発言は聞かれず落ち着いている。飲水要求過度となる事はない。夜間良眠。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・藤井　崇史様～時間隔離中。表情の硬さや干渉・声高さ持続、他者トラブルはない。自室でシャドーボクシングをしている。妄想に関する発言はない。夜間良眠。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施している。開放時間前になるとドア蹴りみられ、説明に対しても了解悪い。開放時は他患を付け回す行為みられ介入要している。飲水行為ない。2時早朝覚醒し以後不眠で経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。被害的言動目立ちドア蹴りをしている。傾聴にてすぐに落ち着く事が出来ている。食欲ないと話すが好きなものは摂取出来ている。各食1/4量摂取。夜間は良眠。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞

・松浦　末太郎様～ホール内徘徊している。帰宅要求は聞かれず、対応穏やか。夜間良眠。

・木村　格治様～指示的口調・高圧的な態度や声高さみられ他者干渉が過度となっている。夜間は、4:00に起床し、ホールの電気を点けるよう頻回に訴えられている。

・泉山　紀子様～尿失禁ない。心肺停止や自己臭に関する発言みられている。飲水要求や隠れ飲水行為なく落ち着いている。体重の増減みられており、飲水行為の見守りをしていく。

・大山　敏子様～他室侵入みられず、ホールで他者交流見られている。対応は穏やかで帰宅要求なく落ち着いている。

・伊藤　和子様～時折、来詰され、帰宅要求や「ここに騙されて連れて来られた」等訴える。話し終えると喫煙室前の長椅子で過ごされている。

・向井　敦子様～朝食促すも動作緩慢さあり、自力摂取困難さみられ、介助要す。 

   　　　　　　拒否無く全量摂取。失禁あり更衣等介助要す。疎通はやや取れている。
・十日市　伸子様～バイタルサイン特変なし。顔面蒼白あるが、酸素飽和度の低下はない。ケアに対しての抵抗みられている。膀胱留置カテーテル挿入中であるが、パットに尿漏れ（270g）あり。身体症状の変化や排泄状況を確認していく。
・藤井　孝蔵様～バイタルサイン特変なし。左大腿後面から黄色と血液混じりの浸出液あり。腫脹、熱感および疼痛の訴えあり。食事は各食2/3摂取。最終排尿12：30、排尿間隔はあくが自然排尿は確認出来ている。身体症状の変化や排泄状況の観察を行っていく。
・高屋敷　良子様～昨日体温最高38.3℃、本日9：30体温37.2℃、寒気の訴えありクーリングは中止。口渇や空腹感の訴えあり。痰鳴あり適宜、吸引を施行し酸素飽和度は97～96％経過。服薬は粉砕し、とろみをつけることで、むせ込みはみられない。腰痛の訴えあり適宜、体位変換を行っている。身体症状の変化を観察していく。
＜新入院患者様情報＞
　氏    名：山崎　奈津子（やまざき　なつこ）様

  生年月日：昭和55年7月18日　38歳

  病    名：統合失調症

  性    別：女性

  病　　棟：東病棟Bユニット

  主治医  ：田名部Dr

  入院形態：任意入院

（経緯）

　幼少期から母親の虐待を受けている。

　10代後半から抑うつ、自傷はあった。19歳から精神科通院や入院歴がある。

　2013年に結婚しばらくは安定した生活をおくっている。その後も転居などにより、クリニックの転医は行われていた。今年の7月から転居に伴い、あおぞらクリニックに通院している。（あおぞら　に通　院する8か月前頃夫の転勤で仙台で生活していた。その頃からは不安も強くなり、統合失調症の通院治療中、調子に波があり薬の量は増えていたとの事）12/11（火）17時15分、あおぞらクリニックからの相談あり。不安などの症状が強まったことから、入院環境での治療が必要となり、本人の同意を得て任意入院となる。

　業者洗濯　
　

